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※日本共産党は
　以上の見解を
　発表しました。
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　日本共産党の志位和夫委員
長は同日談話を発表。両首脳
が「両国関係を敵対から友好へ
と転換させるために努力するこ
とで合意したことに対し、心か
らの歓迎」を表明。「平和のプ
ロセスが成功をおさめるなら
ば、世界史の一大転換点となり、
地域の情勢を一変させるものと
なる」とし、「引き続きあらゆ
る努力を続ける」と述べていま
す。（４面につづく）

　共産党は北朝鮮の核・ミサイル開
発を厳しく批判するとともに、一貫
して対話による平和解決を呼びか
け、行動してきました。
　4月上旬には、米韓中朝日ロの政
府に①朝鮮半島の非核化と北東アジ
ア地域の平和体制づくりを一体的に

進めること②相互の信頼を高めなが
ら段階的に進めることを要請しまし
た。米朝首脳会談はこの要請の方向
と合致しています。

　志位和夫委員長は談話
で、米朝首脳会談に歓迎
を表明すると同時に次の
点を求めています。
●今回の会談は「非核化
と平和体制構築に向けた
プロセスの開始」。「今後
も首脳会談を含め交渉を
継続し、共同声明の合意
を速やかに具体化し、誠
実に履行するための真剣
で持続的な努力が必要」
「関係各国、国際社会の
協調したとりくみ」「平和

を求め、核兵器のない世
界を求める諸国民の世論
と運動が不可欠」
●日本政府には、「日朝
平壌宣言にもとづき…両
国間の諸懸案を包括的に
解決し、国交正常化のた
めの努力をはかり、開始
された平和のプロセスを
促進する役割を果たすこ
と」を要求。「拉致問題
の解決も、そうした努力
のなかに位置づけてこそ
道が開ける」と述べる。
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　トランプ米大統領と北朝鮮の
金正恩国務委員長は12日、シ
ンガポールで史上初の米朝首脳
会談を行い、共同声明に署名し
ました。共同声明で金氏は「朝
鮮半島の完全な非核化への強
固で揺るぎない決意」を表明し、
トランプ氏は「北朝鮮に対する
安全の保証の提供」を約束。
米朝両国が「平和と繁栄を望む
両国民の願いに従って新しい米
朝関係を樹立」し、「朝鮮半島
に永続的で安定した平和体制を
構築」することを宣言しました。
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